
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
応
用
食
品
及
び
添
加
物
の
安
全
性
審
査
の
手
続
を
経
た
生
物

品
種
又
は
品
目

名
称

申
請

者

と
う
も
ろ
こ
し

除
草
剤
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
誘
発
性
雄
性
不
稔
及
び
除
草
剤
グ

リ
ホ
サ
ー
ト
耐
性
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
8
7
4
2
7系
統

日
本
モ
ン
サ
ン
ト
株
式
会
社

平成™œ年œ月™日 木曜日 第�—šŸ号官 報

二
^

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場

所

鳥
取
県
鳥
取
市
立
川
町
一
丁
目
一
七
一
、
立
川

町
四
丁
目
二
一
四
、
二
一
八
の
一
、
二
二
二
、
二
二

三
、
卯
垣
一
丁
目
三
〇
三
か
ら
三
〇
七
ま
で
、
三
一

三
、
三
二
五
、
三
二
六
、三
三
一
・
三
四
〇
の
一（
以

上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、

三
四
三
、
三
四
五
、
三
四
九
、
三
五
一
、
三
五
三
、

三
五
四
、
三
五
六
、
浜
坂
字
清
水
ヶ
谷
一
一
〇
九
、

字
上
ノ
山
ノ
一

一
一
一
六

_

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出

の
防
備

`

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

\

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に

よ
る
。

浜
坂
字
清
水
ヶ
谷
一
一
〇
九
、
字
上
ノ
山
ノ

一

一
一
一
六

]

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る

伐
採
種
を
定
め
な
い
。

^

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

_

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

三
^

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場

所

鳥
取
県
鳥
取
市
立
川
町
四
丁
目
二
一
〇
、
二
一

一
、
二
一
九
、
二
二
〇
、
卯
垣
一
丁
目
三
〇
一
、
三

〇
二
、
湯
所
町
一
丁
目
七
七
四
か
ら
七
七
六
ま
で
、

覚
寺
字
下
土
居
四
一
三
の
二
、
字
一
本
松
六
二
〇
、

六
二
二
、
六
二
三
、
字
女
夫
山
七
七
九
の
二
、
字
飛

ト
谷
七
九
七
の
三
、
字
穴
ヶ
谷
東
平
八
〇
一
の
二
、

字
穴
ヶ
谷
西
平
八
〇
二
の
二
（
次
の
図
に
示
す
部
分

に
限
る
。）、
字
上
ノ
山
八
七
〇
の
一
、八
七
〇
の
三
、

八
七
〇
の
四
、
八
七
一
の
一
、
八
七
一
の
二
、
八
七

一
の
四
、
八
七
一
の
五
、
八
七
二
の
二
、
八
七
二
の

三
、
八
七
二
の
七
か
ら
八
七
二
の
九
ま
で
、
浜
坂
字

上
ノ
山
ノ
一

一
一
一
〇
か
ら
一
一
一
四
ま
で
、
一

一
二
〇
、
一
一
三
一
か
ら
一
一
三
三
ま
で
、
字
上
ノ

山
ノ
二

一
一
三
四
、
一
一
四
二
の
一
、
一
一
四
二

の
二
、
一
一
四
二
の
五
、
一
一
四
六
、
字
北
裏
山
一

三
八
五
の
一
六
か
ら
一
三
八
五
の
一
八
ま
で
、
一
三

八
六
の
四
、
一
三
八
六
の
一
三
、
百
谷
字
神
武
三
六

三
の
二
、
字
小
磆
羅
三
六
四
の
二
、字
安
畑
四
七
九
、

四
七
九
の
一
、
字
南
谷
四
九
六
、字
大
沢
五
〇
二（
次

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
字
榎
峠
五
二
七
の
一

一
、
五
二
七
の
一
二

_

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
崩
壊

の
防
備

`

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

\

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

]

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

^

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
鳥
取
県
庁
及
び
鳥
取
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
七
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

平
成
二
十
五
年
五
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
七
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

平
成
二
十
五
年
五
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

一
^

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場

所

鳥
取
県
鳥
取
市
百
谷
字
小
磆
羅
三
六
四
の
一
、

三
六
五
か
ら
三
六
九
ま
で
、
字
小
滝
三
七
〇
、
字
大

滝
三
七
一
、
字
左
り
小
磆
羅
三
七
二
か
ら
三
七
五
ま

で
_

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

`

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

\

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

]

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

^

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

Ｅ
`
PY
`
4
4
2
9
4

有
限
会
社
優
装

Ｅ
`
P[
`
4
4
2
9
5

株
式
会
社
弘
栄
産
業

Ｅ
`
PX
`
4
4
2
9
6

海
貝
勝
己

Ｆ
`
NY
`
1
3
3
2

フ
タ
キ
イ
ン
テ
リ
ア
株
式
会
社

Ｆ
`
N]
`
1
3
3
3

サ
ク
ラ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

株
式
会
社

Ｆ
`
N]
`
1
3
3
6

株
式
会
社
三
ツ
星

Ｆ
`
}
`
1
3
3
8

株
式
会
社
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル

ド
Ｆ
Ｅ
`
N]
`
1
3
3
4

ク
リ
ヤ
マ
株
式
会
社

Ｆ
Ｅ
`
i
`
1
3
3
5

株
式
会
社
水
野

Ｆ
Ｅ
`
h
`
1
3
3
7

ミ
リ
ケ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
合
同
会

社
Ｆ
Ｅ
`
f
`
1
3
3
9

国
分
通
商
株
式
会
社

Ｆ
Ｅ
`
NY
`
1
3
4
0

株
式
会
社
ヤ
マ
ト

Ｆ
Ｅ
`
h
`
1
3
4
1

有
限
会
社
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
イ

メ
ー
ジ
ス

〇
外
務
省
告
示
第
百
六
十
八
号

平
成
二
十
五
年
四
月
十
三
日
に
リ
ヤ
ド
で
、
所
得
に
対

す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回
避
及
び
脱
税
の
防
止

の
た
め
の
日
本
国
政
府
と
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
王
国
政
府
と

の
間
の
条
約
に
関
す
る
次
の
書
簡
の
交
換
が
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
王
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

平
成
二
十
五
年
五
月
二
日

外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

菅

義
偉

（
日
本
側
書
簡
）

（
訳
文
）

書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
た
し
ま
す
。
本
使
は
、
二
千
十

年
十
一
月
十
五
日
に
東
京
で
署
名
さ
れ
た
所
得
に
対
す
る

租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回
避
の
た
め
の
日
本
国
政
府

と
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
王
国
政
府
と
の
間
の
条
約（
以
下「
条

約
」
と
い
う
。）及
び
二
千
十
年
十
一
月
十
五
日
に
東
京
で

署
名
さ
れ
た
条
約
の
不
可
分
の
一
部
を
成
す
議
定
書
（
以

下
「
議
定
書
」
と
い
う
。）に
言
及
す
る
と
と
も
に
、
両
政

府
間
で
到
達
し
た
次
の
了
解
を
日
本
国
政
府
に
代
わ
っ
て

確
認
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

議
定
書
13
の
規
定
に
関
し
、
株
式
会
社
国
際
協
力
銀
行

は
、
議
定
書
13
æ
C

に
規
定
す
る
機
関
と
さ
れ
る
こ
と
が

了
解
さ
れ
る
。

本
使
は
、
更
に
、
こ
の
書
簡
及
び
前
記
の
了
解
を
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
王
国
政
府
に
代
わ
っ
て
確
認
さ
れ
る
閣
下
の

返
簡
が
両
政
府
間
の
合
意
を
構
成
し
、
そ
の
合
意
が
閣
下

の
返
簡
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
し
、
二
千
十
二
年

四
月
一
日
以
後
に
租
税
を
課
さ
れ
る
額
に
つ
い
て
適
用
す

る
こ
と
を
提
案
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

本
使
は
、
以
上
を
申
し
進
め
る
に
際
し
、
こ
こ
に
閣
下

に
向
か
っ
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

二
千
十
三
年
四
月
十
三
日
に
リ
ヤ
ド
で

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
王
国
駐
在

日
本
国
特
命
全
権
大
使

小
寺
次
郎

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
王
国
財
務
大
臣

イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
Ａ
・
ア
ル
・
ア
ッ
サ
ー
フ
閣
下

（
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
側
書
簡
）

（
訳
文
）

書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
た
し
ま
す
。
本
大
臣
は
、
本
日

付
け
の
閣
下
の
次
の
書
簡
を
受
領
い
た
し
ま
し
た
。

（
日
本
側
書
簡
）

本
大
臣
は
、
更
に
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
王
国
政
府
が
前

記
の
了
解
を
受
諾
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
閣
下

の
書
簡
及
び
こ
の
返
簡
が
両
政
府
間
の
合
意
を
構
成
す
る

と
と
も
に
、そ
の
合
意
が
こ
の
返
簡
の
日
に
効
力
を
生
じ
、

二
千
十
二
年
四
月
一
日
以
後
に
租
税
を
課
さ
れ
る
額
に
つ

い
て
適
用
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。

二
千
十
三
年
四
月
十
三
日
に
リ
ヤ
ド
で

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
王
国
財
務
大
臣

イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
Ａ
・
ア
ル
・
ア
ッ
サ
ー
フ

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
王
国
駐
在

日
本
国
特
命
全
権
大
使

小
寺
次
郎
閣
下

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
六
十
二
号

次
に
掲
げ
る
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
生
物
に
つ
い
て
は
、
食
品
、
添
加
物
等
の
規
格
基
準
（
昭
和

三
十
四
年
厚
生
省
告
示
第
三
百
七
十
号
）
第
１
Ａ
第
二
款
に
規
定
す
る
安
全
性
審
査
の
手
続
を
経
た
の
で
、
組
換
え
Ｄ

Ｎ
Ａ
技
術
応
用
食
品
及
び
添
加
物
の
安
全
性
審
査
の
手
続
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
百
三
十
三
号
）
第
三
条
第

四
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
す
る
。

平
成
二
十
五
年
五
月
二
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

›
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